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２０２１年２月２１日(日)礼拝メッセージ 

聖書箇所：伝道者の書１０章１～１１節（旧約 P1151） 

タイトル：「知恵は人を成功させる」 

 

 伝道者の書 10 章に入ります。8 章 1 節に「知恵のある者とされるにふさわしいのはだれか。物事の解

釈を知っているのはだれか。」とありますが、伝道者ソロモンは、どのような人が知恵のある人なのかを、

そうでない者、すなわち愚かな者との対比によって語ってきました。日の下で行われる一切のわざを見

る限り、そこに見られる様々な不条理に、食べて飲んで楽しむよりほかに人にとって何の幸いもないの

ではないかと思える中で、彼は、すべてが神のみわざであることに気付かされます(8:17)。それがどうい

うことなのか、人がどんなに労苦して探し求めても、見極めることはできません。けれども、すべてが神

のみわざなのです。そのことに気付くのです。 

 

 しかし、すべての人に同じ結末が起こるのを見ると、同じ結末というのは死ぬということですが、やは

り生きていることにどんな意味があるのだろうかと疑問を抱きます(9:2)。けれども、生きていること自

体に意味があります。生きている犬は死んだ獅子にまさる(9:4)。生きているからこそ悔い改めて、神に

立ち返ることができます。イエス・キリストを救い主として信じることができます。そして、神の恵みの

中で、神が与えてくださる一つ一つの恵みに感謝して生きることができるわけです。死んでしまったら

それも叶いません。 

 

ですから、確かにこの地上の営みを見ると、そこにある様々な不条理に空しさを感じることもあります

が、神の知恵は力にまさるのです。知恵のある者の静かなことばは、愚かな者の間での支配者の叫びより

もよく聞かれます。一方、知恵がないとすべてをぶち壊してしまうことになります。今日は、その続きで

す。知恵は人を成功させるということです。 

 

Ⅰ．少しの愚かさはすべてを台無しにする（１－４） 

 

 まず、1～4 節をご覧ください。「死んだハエは、調香師の香油を臭くし、腐らせる。少しの愚かさは、

知恵や栄誉よりも重い。知恵のある者の心は右を向き、愚かな者の心は左を向く。愚か者は、道を行くと

きにも思慮に欠け、自分が愚かであることを、皆に言いふらす。支配者があなたに向かって立腹しても、

あなたはその場を離れてはならない。冷静でいれば、大きな罪は離れて行くから。」 

 

「死んだハエは、調香師の香油を臭くし、腐らせる。」伝道者は 9 章 18 節で語った「一人の罪人は多

くの良いことを打ち壊す」ということを、たとえで説明しています。良き物全体が、少しの愚かさによっ

て台無しにしてしまうということです。たとえばここに調香師が調合した高価な香油があるとして、そ

こに一匹のハエが飛び込んで、死んでしまったとしたらどうでしょう。香油は悪臭を放ち、発酵し始めま

す。そんな香油をだれが使いたいでしょうか。たった一匹のハエが香油全体をダメにするのです。そのよ

うに、人間の評判も少しの愚かさで取り返しがつかないほど失墜してしまいます。それまでの業績や名

声は、少しの失言や過ちによって台無しになってしまうのです。今巷を騒がせている女性蔑視発言もそ
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の一つでしょう。女性の話は長いと言っただけで、東京オリンピック・パラリンピックの組織の長が辞任

することになりました。それに輪をかけるように、新たに就任した組織委員長を擁護しようとして発し

た「男勝り」ということばが破門を起こしました。一匹の死んだハエが、高価な香油全体をくさせてしま

うのです。 

 

2 節には、「知恵のある者の心は右を向く。愚か者は左を向く」とあります。「右」とは正しい方向を指

し、「左」とは悪の方向を指しています。創造訳聖書は「知恵のある人の心は、正しい道に行き、愚かな

者の心は、悪の道に行く」と訳しています。知恵のある者の心は、自然に正しい方向に向かいますが、愚

かな者の心は、悪い方に向かうのです。 

 

3 節には、「愚か者は、道を行くときにも思慮に欠け、自分が愚かであることを、皆に言いふらす。」と

あります。これは恐ろしいですね。愚か者はただ道を行く時でさえ、自分が愚かであることを皆に言いふ

らすというのです。「この人は黙っていれば賢く見えるのに」と言うことがありますが、言わなくてもい

いようなことを言ったり、やらなくてもいいようなことをやったりして、自分がいかに愚かな者である

かを、周り人に露呈するのです。 

 

4 節をご覧ください。ここには「支配者があなたに向かって立腹しても、あなたはその場を離れてはな

らない。冷静でいれば、大きな罪は離れて行くから。」とあります。これは、あなたの上に立つ人があな

たに対して腹を立てるようなことがあっても、あなたはそこから離れてはならないということです。で

はどうすれば良いのでしょうか？ 

 

そのためにはまず冷静になることです。冷静であれば、大きな罪は離れて行くことになります。つまり

冷静になり、支配者の前で低くなり、ひたすら謝るなら、支配者からそれ以上の怒りを買うことはなくな

るということです。これは結婚関係にも言えることですし、どのような関係にも言えることです。私たち

はだれか支配者のような立場にある人から怒られるとすぐにカッとなってその場を離れようとする傾向

がありますが、それはよくないことです。そのような時にはまず冷静になることが求められます。まあ、

冷静になれるようであれば最初から問題も大きくならないと思いますが、問題はなかなか冷静になれな

いことです。すぐにカッとなってその場を離れようとします。些細なことでイライラし、怒りをぶちまけ

ようとします。たとえば、車を運転している時に、前の車が遅かったりすると我慢できなくなって、カッ

となってしまいます。「何だろう、40 キロかよ。ここは 50 キロでしょ。何とかしてほしい・・」近年、

あおり運転が問題になっていますが、そうしたニュースをみるとドキッとすることがあります。いつ自

分がそうなってもおかしくないんじゃないか・・・と。だから自分はできるだけ車のハンドルを握らない

ようにしているというか、用がない限り運転しないようにしています。でも一番いいのは冷静でいるこ

とです。 

 

箴言 29 章 11 節には「愚かな者は怒りをぶちまける。しかし知恵のある者はそれを内におさめる」（箴

言 29：11）とあります。この御言葉は、怒りやすい人は愚かな人であると教えています。箴言というの

は、「安全に生きるためのマニュアル」です。聖書の時代の人たちは、隣人と争えば、命がけの戦争に巻
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き込まれてしまう可能性がありました。ですから、「どのようにすれば平和に生きることができるか」を、

箴言から学んでいたわけです。箴言は、人間関係のマニュアルです。その箴言で言っていることは、「愚

か者は怒りをぶちまける。しかし知恵のある者はそれをおさめる」ということです。知恵のある者になり

たいてだすね。 

 

その箴言の別の個所には、こうあります。「自分の心を制することができない人は、城壁のない、打ち

こわされた町のようだ」（箴言 25：28） 

この聖句は、頭に血が上った時に思い出すべきものです。「ああ、今の私は城壁の壊れた、防御不能の

町のようだ」と思えば、ちょっとは冷静になれるでしょう。現代人にも、平安な生活のためのマニュアル

が必要です。怒りやすい人は、例外なしに人間関係の問題を抱えています。「怒りやすい人は愚かな人だ」

ということを、思い出す必要があります。 

 

では、どうすれば良いのでしょうか。アンガーマネージメントという怒りの感情をコントロールするノ

ウハウが日本でも紹介されていますが、その中に「6 秒ルール」と呼ばれるものがあります。この「6 秒

ルール」というのは、人間が怒りを覚えるとき、脳内では興奮物質のアドレナリンが激しく分泌されてい

ます。そのことによってより興奮してしまい、冷静ではいられなくなってしまうらしいのです。しかしこ

のアドレナリン分泌のピークは、怒りを発してから 6 秒後と言われていて、つまりその最初の 6 秒間を

我慢してやり過ごすことができれば、その後は徐々に冷静さを取り戻すことができるというのです。だ

れかがあなたに腹を立てても、それにすぐに反応するのではなく 6 秒間待つのです。一番簡単な方法は、

心の中で 6 秒数えるというものです。数を数えるといった単純な作業を行うことで、意識を自然とそち

らに向けることができます。他にも「朝からの行動を順番に思い出してみる」とか、目に見えているもの

の名前、例えば、時計とか、本棚とか、パソコンとかを一つずつ心の中で読み上げる、などといったこと

も有効です。自分なりに「カッとなったらまずはこうする」というルールを作っておくことで、突発的な

怒りに任せた行動を未然に防ぐことができるというのです。これは冷静であるためにはどうしたら良い

のかを教える一つの助けになるでしょう。でも、怒りをおさめることは簡単なことではありません。どう

すれば良いのでしょうか。自分はすぐに怒ってしまう愚かな者であると認め、それを悔い改めて、神に立

ち返ることです。 

 

そこが聖書のすばらしいところだと思います。私たち人間は本当に愚かな者で、すぐに左の方に行って

しまいます。冷静でいなければならないと分かっていても瞬間湯沸し器のようにすぐにカッとなってし

まい、つまずいてしまいます。少しの愚かさどころか多くの愚かさによって、人生を台無しにしてしまう

ような者なのです。このような者に救いはあるのでしょうか。あります。それがイエス・キリストが来ら

れた目的です。もしあなたがそのことを認め、悔い改めてイエス・キリストを信じるなら、あなたは何度

でもやり直すことができます。それが、聖書が語っている主要なモチーフです。 

 

ヨシュア記 20 章 2 節には、次のような御言葉があります。「イスラエルの子らに告げよ。「わたしがモ

ーセを通してあなたがたに告げておいた、逃れの町を定めよ。」 

ここに「逃れの町」が出てきます。これはイスラエルがカナンを制圧した直後に、主がヨシュアに語ら
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れたことです。この「逃れの町」とは、誤って人を殺してしまった者がそこに逃げ込むためなら、その人

は仇討ちから免れ、罰を受けずに済むようになるためのものでした。イスラエル全体に 6 箇所定められ

ていましたが、それは、だれでも、どこにいても逃げ込むことができるためでした。 

 

なぜ神はこの逃れの町を制定されたのでしょうか。それはこの町の存在そのものが、神の本質を表して

いたからです。つまり神は私たちを裁くことを良しとし、その目を常に裁きに向けておられる方ではな

く、私たちを愛し、赦すお方であられるということです。そういう愛のお方なのです。よく「神は愛なり」

と言いますが、その「愛」とはどういうものなのでしょうか。神はこの逃れの町の制定によって具体的に

愛するとはどういうことなのかを教えようとされたのです。それは私たち人間がいかに間違いやすく、

失敗しやすい存在であるかということを神は知り尽くし、深く理解しておられるということです。逃れ

の町を作られた第一の理由は、ここにありました。 

 

アメリカ第十六代大統領アブラハム・リンカーは、南北戦争の最中、自分の家族や側近者たちがこぞっ

て南部の人たちを非難し、悪しざまに言うのを聞いて、「あまり悪く言うのはよしなさい。われわれだっ

て立場を変えれば、きっと南部の人たちのようになるのだから。」と言いました。 

リンカーンは、常に、盗人にも五部の理があるのを認め、断罪しない人物でした。相手の立場を見るこ

とができました。その人にはその人なりの理由があるということを常に理解しようと努めたのです。彼

の深い人間理解の故に、リンカーンは多くの人々に慕われ、今もなお尊敬され続けているのです。 

 

へブル 4 章 15～16 節に、次のような御言葉があります。「私たちの大祭司は、私たちの弱さに同情で

きない方ではありません。罪は犯しませんでしたが、すべての点において、私たちと同じように試みにあ

われたのです。ですから私たちは、あわれみを受け、また恵みをいただいて、折にかなった助けを受ける

ために、大胆に恵みの御座に近づこうではありませんか。」 

キリストは私たち人間の弱さをすべて思いやることがおできになります。なぜなら、キリストご自身が

罪は犯されませんでしたが、あらゆる試練に直面され、そこを通られたからです。キリストは私たちの弱

さ、罪、醜さ、愚かさのすべてを知られ、理解しておられるのです。だから、私たちは安心して、折にか

なった助けを受けるために、恵みの御座に近づくことができるのです。 

 

ですから、この逃れの町が制定された目的は、愛の神が、誤った人々をもう一度立ち直らせるためであ

ったということです。それが、聖書全体が語っている主要なモチーフなのです。すなわち、あなたはやり

直すことができるということです。そのような実例を聖書から上げようと思えばきりがありません。モ

ーセにしても、ダビデにしても、ペテロにしても、パウロにしても、皆神の赦しを体験し、信仰によって

立ちあがった人たちです。それは神の愛に由来しています。パウロのように、ペテロのように、キリスト

は人々が立ち直り、やり直すことを願っておられるのです。神が用いられる人とは、何の過ちや欠点のな

い完璧な人ではなく、とりもなおさず失敗や過ちを悔い改めてやり直った人々であり、その人の失敗が

大きければ大きいほど、神はそれに比例してその人を大きく用いられるのです。 

 

イエス様の宣教の第一声は、「悔い改めなさい。天の御国が近づいたから。」(マタイ 4:17)でしたが、こ
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れを現在の私たちの言葉で言い直すならば、「あなたはもう一度やり直すことができる。もう一度やりな

おしなさい。」というメッセージなのです。そのためにキリストは十字架に掛かって死んでくださいまし

た。私たちを失敗させ間違いを犯させる罪を打ち砕き、その罪から解放してくださるためです。この十字

架の贖いこそ、私たちがもう一度やり直すことができる道筋です。ところが、多くの人はそれを知りませ

ん。環境を変え、場所を変えればやり直すことができるのではないかと考えるのです。しかし、それは錯

覚であり無駄なことです。なぜなら、あなたの人生をやり直すことができる唯一の道は、十字架の前に立

ち、その御前にへりくだって悔い改め、贖いの恵みを受け入れることだからです。キリストにあってすべ

ての罪が洗い清められ、悪魔の力が粉砕されることによってのみ、私たちはもう一度新しくやり直すこ

とかできるのです。 

 

ですから、私たちは本当に愚かな者で、すぐにカッとなってその場を離れとしまう者ですが、そんな者

でも神に深く愛されていることを覚え、悔い改めて、神に立ち返っていただきたいのです。そして、キリ

ストとともに聖霊の力によって再スタートをきっていただきたいと思うのです。 

 

Ⅱ．権力者から出る過失（５－７） 

 

次に、5～7 節までをご覧ください。「私は、日の下に一つの悪があるのを見た。それは、権力者から出

る過失のようなもの。愚か者が非常に高い位につけられ、富む者が低い席に座しているのを、また、奴隷

たちが馬に乗り、君主たちが奴隷のように地を歩くのを、私は見た。」 

 

伝道者が日の下で見たもう一つの悪は、権力者から出る過失のようなものでした。権力者に部下を見る

目がないということです。その結果、資格も能力のない者が高い地位につけられたり、逆に、能力のある

者が、雑務をこなすだけに時間を費やすということが起こるのです。また、奴隷たちが馬に乗り、君主た

ちが奴隷のように地を歩くということが起こります。馬に乗るとは高い地位に着くということです。ま

た、地を歩くとは、低い地位に下ろされるということです。権力者たちが見方を誤ると、このような結果

となります。少しの愚かさが、大きな結果をもたらすことになります。人をどのように見るのか、その小

さな知恵が、全く逆の結果をもたらすことになるのです。 

 

ドイツを代表する文豪、ヨハン・ヴォルフガング・フォン・ゲーテ（1749～1832）は、こう言いまし

た。「彼らが当然そうあるべきように、人々を扱いなさい。そうすればあなたは、彼らがそうあるべきも

のになるのを助けることになるだろう」これは、人を育てる時の大原則です。彼らが当然そうあるべきも

のになるように助けるのです。 

この原則を、教育の現場で実践した人がいます。物理学者の大学教授フロイド・ベーカー博士です。彼

は、学期初めにいつも学生たちに言いました。私は勉強しない学生は好きではない。だからキミたちは全

力を尽くして頑張らなければならない。念のために言っておくが、キミたちのうち 50％はパスしないだ

ろう。それが、自分にならないように気をつけたまえ！」 

不思議なことに、彼の予想は常に実現しました。つまり 50％の学生が、いつも落第したのです。そし

て仲間の大学教授とは、最も落第生を多く出した者が最も優秀な教授なのだ、と言い合っていました。 
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そんな時彼は、妻と一緒に教会に通い始めました。聖書を読むうちに自分の学生たちをみる目が、いか

に間違ったものであったかを知るようになります。そして、コリント人への手紙第一 13 章を読んでいる

時、自分は愛のない教授であることを悟ります。 

それから、彼の学生たちに対する態度が変わりました。彼は、学生たちに向かってこう言いました。「私

は、キミたち全ての者がパスすることを望んでいる。君たちがパスするのを見ることが私の職務なのだ。

課題は難しい。しかし、キミたちなら必ずパスできるはずだ。」 

するどうでしょう。この後、クラスの雰囲気が以前のものとは違ったものになりました。そして学生た

ちは、全員がパスしたのです。C を取った学生もいましたが、多くの者は B か A の成績を取ったのです。 

どのように人を見るかです。その見方を誤ると、とんでもないような結果となってしまいます。教育の

目的は、生徒を傷つけることではなく、生徒を信じて期待し、その可能性を掘り起こしてやることなので

す。「愛は、すべてを信じ、すべてを期待し、すべてを耐え忍びます。」(Ⅰコリント 13:7) 

少しの愚かさが残念な結果をもたらすことがないように、知恵と知識の宝がすべて隠されているキリ

ストに信頼し、神から知恵をいただいて、神のみこころに歩みたいと思います 

 

Ⅲ．知恵は人を成功させる（８－１１） 

 

第三のことは、知恵は人を成功させるということです。8～11 節までをご覧ください。「穴を掘る者 

は自らそこに落ち、石垣を崩す者は蛇にかまれる。石を切り出す者は石で傷つき、木を割る者は木で危険

にさらされる。斧が鈍くなったときは、刃を研がないならば、もっと力がいる。しかし、知恵は人を成功

させるのに益になる。もし蛇がまじないにかからず、かみつくならば、それは蛇使いに何の益にもならな

い。」 

 

ここにも、少しの愚かさが、どんなに大きな危険をもたらすかが語られています。8 節と 9 節には、「穴

を掘る者は自らそこに落ち、石垣を崩す者は蛇にかまれる。石を切り出す者は石で傷つき、木を割る者は

木で危険にさらされる。」とあります。穴を掘る者がそこに落ち込み、石垣を崩す者が、そこにいる蛇に

かまれ、石を切り出す者が、その石に押しつぶされ、材木を切り出す者が、その木で危険にさらされると

いうことがあるということです。しかし、知恵はこのような危険から守ってくれます。 

 

10 節には「斧が鈍くなったときは、刃を研がないならば、もっと力がいる。しかし、知恵は人を成功

させるのに益になる。」とあります。斧がよく切れなければ、刃を研がないと、もっと多くの力を要する

ことになります。余分な労力が必要になるということです。しかし、刃を研ぐなら、その時間が無駄であ

るかのように思われますが、必ず報われることになります。道具を整えないのは愚かなことです。知恵は

人を成功させるのに益になるのです。 

 

皆さんはどうでしょうか。斧を研いでいますか。よりよく神に仕えるために、自分の能力のどの部分を

高めたらよいかを考え、それを高めるための努力をしているでしょうか。それとも、鈍くなった斧で切っ

てはいないでしょうか。「Oh, No!」なんて。鈍い斧のままでは、時間とエネルギーが無駄になるだけです。

まずは自分という道具を磨かなければなりません。それが知恵です。どうやったら自分を磨くことがで
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きるのでしょうか。 

 

ローマ人への手紙 5 章 3～5 節に、次のようにあります。「それだけではなく、苦難さえも喜んでいま

す。それは、苦難が忍耐を生み出し、忍耐が練られた品性を生み出し、練られた品性が希望を生み出すと、

私たちは知っているからです。」 

何が希望を生み出すのでしょうか。練られた品性です。では練られた品性は、どのようにしてもたらさ

れるのでしょうか。忍耐です。その忍耐は苦難によって生み出されます。そうです、自分という斧が磨か

れるためには、神が与えてくださる苦難とか試練を忍耐することが求められます。試練こそその人が成

長するための最も大きな糧なのです。 

 

あるご婦人が、スイスを旅行した時のことです。散歩の途中に山腹にある羊の囲いの所に来たとき、中

を覗いて見ると羊飼いがいて、彼の周りに沢山の羊がいました。ところが一匹の羊が、群れから離れて横

に倒れて苦しんでいました。彼女は、羊飼いに声をかけました。 

「あの羊はどうして倒れているのですか」 

「あの羊は、足が折れているんです」 

「どうして足が折れたのですか」と聞くと、 

「私がわざと折ったのです」と、答えました。 

彼女はびっくりして、「どうしてそんな可哀想なことをしたのですか」と尋ねると、羊飼いはその理由

を説明してくれました。 

「ミセス、私の羊の中で、こいつが一番言うことを聞かないんです。私の声に、絶対に従いません。そし

て危ない崖の上や、深い藪の中に勝手にどんどん入って行くのです。そして自分が行くだけでなく、他の

羊も惑わして道連れにしてしまうんです。だから私は、この羊の性質を直すために、この羊の命を救うた

めにこの羊の足を折ったのです。今では、すっかり従順な羊になりました。私の手から餌を食べ、私の手

を舐め、私に寄り添ってくるんです。まもなく足も回復するでしょう。そうしたらこの羊は、今度は他の

羊の模範となるでしょう。仲間を惑わす代わりに、迷った仲間を連れ戻すでしょう。その時、私がこの羊

の足を折った目的が達成されるのです」 

私たちは迷える子羊です。そんな者が研がれるために、神は試練を与えられるのです。その試練を通し 

て私たちは、謙遜や忍耐や従順といった練られた品性を身に着けるのです。 

 

詩篇の記者は、こう言いました。「苦しみに会ったことは、私にとってしあわせでした。私はそれであ

なたのおきてを学びました。」（詩篇 119:71）私たちは、試練を通して神のおきてを学びます。それによ

って成長いくのです。ですから、試練に出会って、そこから出てくるたびに、私たちの心の中に人生の真

実を求める心が大きくなっていきます。そして、以前の自分よりも今の自分の方が、よりイエス様を愛す

るようになります。よりイエス様を愛しているなら、私たちは確実に成長しているのです。これが神の知

恵です。あなたはこの知恵を働かせていますか。知恵を働かせることが、成功に至る鍵です。 

 

しかし、もう一つのことがあります。それが 11 節の御言葉です。「もし蛇がまじないにかからず、か

みつくならば、それは蛇使いに何の益にもならない。」どういうことでしょうか。口語訳には「蛇がもし
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呪文をかけられる前に、かみつけば、蛇使いは益がない。」と訳されています。ここでは物事を行うタイ

ミングの重要性を教えています。蛇に呪文をかける前に蛇がかみつけば、蛇使いの存在価値はなくなっ

てしまいます。そのように、成すべきこととその方法を知っていても、タイミングを逃すなら、その人は

何の役にも立ちません。これが知恵です。 

 

知恵は、人を成功させるのに益になります。少しの愚かさがすべてを台無しにします。どのように人を

見るかによって、その結果も違ってきます。私たちの日常生活でも常に危険が潜んでいます。そのような

人生の中で成功に導くのは神の知恵です。斧が鈍くなったら、刃を研がなければなりません。もし蛇がま

じないをかけられる前に、かみつけば、蛇使いに何の益にもならないのです。自分に与えられた賜物を磨

き、開発する知恵も求められます。またそのタイミングを見極める知恵も必要です。知恵は人を成功させ

るのに益になります。私たちは矛盾したこの世に生きていますが、この神の知恵によって、最後まで信仰

を貫き、忠実に主にお従いしたいと思います。 


